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該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
経法23ｶﾘ（2026改）･総合法律, 経法23ｶﾘ･総合法律

法学の専門領域の基礎能力として，リーガルマインドを備え， リーガルマインドを備え、現代社会の諸問題を法的に解決して
現代社会の諸問題を法的に解決していく上で必要な法学体系の いく上で必要な租税法に関する基礎専門知識を身につける。
基礎専門知識を身につける。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

地域運営、キャリア

(3)全学横断特別
教育プログラム

ローカル･イノベーター養成コース、ストラテジー･デザイン人材養成コース、ライフクリエイター養成
コース

(4)授業の概要 　参加者は、最初に、オリエンテーションと租税教室のあと、各自の問題とその解決の糸口を探るため、
実習での修得目標の設定、実践方法の検討を行う。
　次に受け入れ機関である税務署に出向いて、実習指導を受ける。実習期間中、常に、リアルタイムで、
実務経験のある現場の担当者その他の関係者から、監視と指導を受けることになる。実習中の態度、取
り組みは、常にその場で評価され、改善が求められる。
　実習をとおして、各自の問題意識の変化や、新たな問題の発見、解決手段の検討等を整理し、実習レ
ポートを作成する。実習レポートは、単に、記録的な報告に止まらず、社会科学の知見に基づいた、理
論的分析を通して、専門理論との架橋が求められている。

(5)授業計画 １　エントリー
２　オリエンテーション
　エントリー審査に合格した者を対象に、税務署及びその関係団体による租税教育の研修を受ける。
３　租税教室
　受けた研修の知識も使いつつ、小学生または高校生に向けた租税教室で講師等を務める。
４　税務実習
(i) 税務調査：税務調査の基礎知識について研修を受け、事前調査、内偵調査、実地調査を模擬的に体
験する。
(ii) 滞納処分業務：差押えを含む滞納処分業務について研修を受け、滞納処分業務を模擬的に体験する。
(iii) 酒類調査：酒類行政や酒類に関するトピックスについて研修を受け、実際に日本酒のアルコール
度数を計測する。
５　実習レポートの作成
最後の回に授業アンケートを行う

(6)成績評価の方
法

　エントリーシート、実習、実習レポートのそれぞれを評価の対象とする。

(7)成績評価の基
準

　(i) 問題の設定が適切であり、(ii) その問題の背景を説明できており、(iii) その問題にどのような
課題があるのかを指摘できており、(iv) それらの課題に対して既存の学説が提示する解決法が適切に把
握できており、(v) その上で自分の見解を提示できており、かつ、教員を感心させるレベルにあれば「
卓越している」。(i) から (v)の５項目を満たしていれば「かなり上にある」。４項目までできていれ
ば「やや上にある」。３項目までできていれば「水準にある」。

(8)事前事後学習
の内容

　租税法に関する事前学習を行うことが求められる。
　実習後に、実習レポートを作成する。

(9)履修上の注意 　専門科目の講義をとおして修得した、法律学・政治学・経済学の基礎知識や理論が、現実の社会でど
のように役立つのか、現実的応用力が試される。社会人と交流するうえで必要とされる常識的なマナー
が求められる。

(10)質問,相談へ
の対応

　実習期間中に質問等の時間を設け、適宜対応する。

【教科書】 　教材を作成し配布する。

【参考書】 　講義中に指定する。


